
枚方市駅周辺地区（2期）都市構造再編集中支援事業（大阪府枚方市）

至京都

ひらかたしえき しゅうへん

周辺図

:  都市再生整備計画の区域

:  都市機能誘導区域

:  居住誘導区域

: 滞在快適性等向上区域

:  ■ 基幹事業

: □ 提案事業

（参考）

: ○ 関連事業

枚方市駅

枚方市役所

市⺠会館

府⺠センター

至京都

□提案事業 地域創造支援事業
（仮称）枚方市駅前行政サービス再編事業
R６年度事業内容：床取得、内装工事

■基幹事業 道路（無電柱化事業）
（都）枚方市駅前線

〇関連事業：
枚方市駅周辺地区第一種市街地再開発事業

〇関連事業：
枚方市駅周辺地区関連街路整備事業

〇関連事業：（都）枚方藤阪線整備事業

〇関連事業：（主）京都守口線電線共同溝事業

■基幹事業 高次都市施設（地域交流センター）
（仮称）枚方市駅前地域交流センター
R６年度事業内容：内装工事

■基幹事業 道路（高架下道路改良事業）
枚方市駅北通り線

□提案事業 まちづくり活動推進事業
エリアマネジメント推進事業

□提案事業 地域創造支援事業
（仮称）市民総合文化祭

〇関連事業：街なみ環境整備事業
（枚方宿地区）

:  Ｒ６年度事業箇所

〇関連事業：
（仮称）枚方市駅前行政サービス再編事業（行政窓口、図書館等）

人口：３９．３万人
（令和６年１０月時点）

当該地区

◆事業概要：本地区は、古くは淀川舟運や旧京街道の宿場町という水陸の交通拠点として発展し、高度経済成長期における大型商業施設の立地や市街地開発事業により都市機能が集積し賑わって
いたが、現在は大型商業施設の閉店や施設の老朽化などまちの賑わいが低下している。また、駅へ向かう交通の集中や駅前を通過する車両などによる混雑が発生している。
このことから、歴史・文化・豊かな自然などの地域資源や誘導施設を生かして拠点機能を強化し、市の“玄関口”におけるまちの賑わい創出と、公民連携での交通機能強化の取り組みによ
る交通環境の改善や、人々の回遊性向上に向けたウォーカブルなまちづくりの推進により、人優先の安全・安心なゆとりのある空間の創出を目指す。

◆事業主体：枚方市 ◆面積：９６．７ｈａ ◆交付期間：令和３年度～令和６年度 ◆立地適正化計画公表時期：平成２９年３月
◆全体事業費：２，３３７．２百万円 ◆交付対象事業費： ２，３３７．２百万円（国費： １,１６７．０百万円） ◆国費率：５０％

■基幹事業 道路
（都）枚方藤阪線

R６年度事業内容：用地取得、本工事

■基幹事業 道路

外周道路（1工区）
Ｒ６年度事業内容：本工事

Ｒ６.１０時点

本年度ver.

〇関連事業：
外周道路（2工区）整備事業

〇関連事業：高質空間形成施設
（まちなかウォーカブル推進事業）


